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 二十年くらい前のことである。虫歯になりかけていることは分かっていたが、仕事に追

われて放置していたら、お盆の最中に突然猛烈な傷みに襲われた。近所の歯科病院はどこ

もお盆休みで開いてなかったので、北大附属病院で緊急に治療してもらった。そのとき診

てくれた先生のアドバイスにより、それ以後は、虫歯の有無に関係なく定期的に歯を診て

もらい、必要に応じて虫歯にならないための措置をしてもらうことにした。お蔭でその後

は痛い目に遭ったことは一度もない。 
 これを土木構造物の維持管理に当てはめれば、「予防保全」に相当する。劣化が顕在化し

ないうちに、あるいは損傷が軽微なうちに手を打つことにより、重大な損傷を防ぎ、寿命

を延ばすのである。構造物を維持していく上で最もコストがかかるのは架け替えであるか

ら、予防保全により長寿命化をはかることは、ライフサイクルコストを低減し、広い意味

での経済性にも適っている。それにも関わらず過去に予防保全がほとんど重要視されてこ

なかったのは、目標耐用年数を超え、損傷が拡大してからは、架け替えの予算を認められ

易かったのに対して、損傷が軽微なうちに補修しようとしても、予算がなかなか認められ

なかったからであろう。それが近年、構造物の数が著しく増加したのに伴い、架け替えな

どによるトータルの費用をできるだけ少なくするとともに、毎年の費用負担を均す必要が

生じたことから、予防保全の重要性が再認識されるようになった。これは、本来あるべき

姿になったわけで、歓迎すべき方向と言えよう。 
 ところで、世界最古の木造建築物である法隆寺の五重塔は、約千三百年間の使用に耐え

てきた。石造の構造物では、ピラミッドのように建っているだけのものは別として、現役

で使用されているもので世界最古の構造物はローマのパンテオン（神殿）であると言われ

ている。一度焼失したあと、約千九百年前に再建されている。それらに比べて、コンクリ

ート構造や鋼構造からなる土木構造物が、長寿命化すると言っても寿命百年程度を目標と

しているのは、余りにも短かすぎないか。 
 既設の構造物の場合は寿命を倍増することで仕方ないとしても、新設構造物の場合はも

っと長い寿命を目標にすることは可能であると思う。とくにコンクリート構造物では、エ

ポキシ塗装鉄筋やステンレス鉄筋、エポキシ樹脂を用いた高機能 PC 鋼材も開発されてい

る。高性能コンクリートも開発されている。これらの特性を生かせば寿命千年以上のコン

クリート構造物の建設は可能であると思う。環境の厳しい積雪寒冷地である北海道で試し

てみてはいかがか。 
 


